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京都大学男女共同参画推進事業の一環である、女子学生チャレンジプロジェクト（以下、女子チャレ）に、「全階層統合生
態学―遺伝子から生態系をつなぐことで拓かれる生態学の未来―」というテーマで応募・採択していただきました。「遺伝子、
個体、個体群、群集、生態系」のような異なる階層をつなぐ研究は、これからの生態学の課題の１つです。このような研
究を進めていくためのアイディアや手法について議論し、その中で生態学研究センターの複数の研究室の学生、ポスドク、
教員との交流をより一層深めることが目的です。勉強会や合宿などの活動と、そこで得られた成果について、本号と次号
の２回に渡って紹介していきます。また、X（旧 Twitter）アカウント（＠ kaisotogo_wchal）の活動報告も、ぜひご覧くだ
さい。
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スタンフォード大学
深見 理 教授

神戸大学　
辻 かおる 准教授
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その他のお知らせ─



─その他のお知らせ

「学校で習わない生き物の不思議」を開催しました

18

学校で習わない生き物の不思議」と銘打って毎年行っている生態研の一般公開 ( 京大
ウィークスの一環 ) を、今年は 11 月 4 日 ( 土 ) に行いました。昨年度、一昨年度は、
主に小学生と保護者の方を対象に、ハリガネムシやネナシカズラといった寄生生物の
生態から生態学について学びました。２つの講義と実験圃場の見学は、40 名という
多くの参加者で賑わいました。当日は、副センター長 ( 木庭 ) による生態研の紹介の
あと、「寄生虫ハリガネムシによるカマキリの入水行動操作の謎を解こう」という演
題で佐藤が、「寄生植物ネナシカズラの生態に迫る！」という演題で山尾と篠原が講
義を行いました。講義のあとは、実験圃場で２つのグループに分かれて、ハリガネム
シによるカマキリの行動操作に関する実験を行っている温室の見学や、草地で寄生行
動をとるネナシカズラの観察を行いました。終了後のアンケートでは、ご好評の声を
いただきました。来年も是非ご参加ください！

山尾 僚
やま  お　 あきら

京都大学　
生態学研究センター

教授

受賞の
お知らせ

◆特定研究員の守屋健太が、第 28 回（2023 年度）日本植物形態学会平瀬賞（論文賞）（※１）、IRN 
France-Japan Frontiers in Plant Biology 2023 Best Poster Presentation Award（※２）に選ばれました。

Moriya KC, Shirakawa M, Loue-Manifel J, Matsuda Y, Lu Y-T, Tamura K, Oka Y, Matsushita T, Hara-Nishimura I, Ingram 
G, Nishihama R, Goodrich J, Kohchi T, Shimada T (2023) Stomatal regulators are co-opted for seta development in the 
astomatous liverwort Marchantia polymorpha. Nat Plants  9: 302-314.（※１）

「Stomatal bHLH genes are co-opted for the development of the sporophyte tissue seta in a stomata-less bryophyte 
Marchantia polymorpha」（※２）

【受賞内容】
コケ植物タイ類は進化の過程で気孔を失っており、気孔形成に関与する転写因子もそのゲノムから失っていると考えられて

いた。本研究で、タイ類ゼニゴケのゲノムに２つの気孔形成因子の相同遺伝子を発見し、MpSETA および MpICE2 と命名した。
解析の結果、MpSETA と MpICE2 はコケ植物特有の「蒴柄 ( さくへい )」という、気孔とは形も機能も異なる組織に特異的に発
現し、蒴柄細胞の分化を制御することを明らかにした。これまで全く想定されていなかった、気孔と蒴柄の発生メカニズムが
共通するという可能性が見出された。

【受賞コメント】
私たちの研究が、植物の形態進化の研究に貢献していると評価していただき大変嬉しく思います。今後も植物の形態と転写

因子の機能の進化に着目した先駆的な研究を続けていきたいと思います。

▲工藤教授（左）と守屋特定研究員（右）

京大ウィークス 2023 一般公開
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2024年度共同利用事業について
毎年度、生態学の基礎研究の推進と生態学関連の共

同研究の推進を目的として、共同研究と研究集会・ワー
クショップを公募しております。

協力研究員に関するお知らせとお願い
協力研究員は担当教員とご相談のうえ、施設の一部をセンター員に

準じて利用できます。ただし、共同利用施設の利用にあたっては、別途、
上記の共同利用の申請手続が必要です。

任期は2年度末までとなります。申請は随時受け付けております。
申請書の様式は、　

http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/fellow.html
からダウンロードできますので、必要事項を入力のうえ電子メールで
お送りください。

申請書の提出先・問い合わせ先
京都大学生態学研究センター　共同利用・共同研究拠点担当

〒520-2113　滋賀県大津市平野2丁目509-3
  E-mail: kyodo-riyo@ecology.kyoto-u.ac.jp
Tel: 077-549-8200 / Fax: 077-549-8201

2024 年度共同利用・共同研究拠点事業に関するお知らせ

※写真は生態学研究センター
30周年記念誌より

◉予算措置のあるもの
国際共同研究、共同研究 a、研究集会、ワークショップ
※2024年度の公募は終了いたしました。例年、11月頃

に公募を開始いたします。

◉予算措置のないもの
共同研究 b、資料利用
※申請は随時受け付けております。申請方法は下記

URL をご参照ください。
　　http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/contents.html

協力研究員は、本センターの協議員会の議に基づきセンター長
が委嘱します。なお、協力研究員は生態学研究センターの研究活
動の協力者であり、生態学研究センターに在籍する身分として認
められるものではありません。
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◆当紙面内容は、バックナンバーも含めセンターホームページに掲載されています。

コロナの渦も少し落ち着き、学生達の活気も高まってきているように感
じます。これからこのニュースレターの編集を通じて、生態学研究センター、
そして生態学が活気づく様子を垣間見ることができるのではと密かに楽
しみにしています（山尾僚）。

─その他のお知らせ

表紙について　　　　　　　　　　石田 厚

編集後記
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タイ、チャオプラヤ川を挟んだランドスケープの違い。p.11に関連記事。
a)　チャオプラヤ川の西側（タイ北西部）。
b)　チャオプラヤ川の東側のコラート高原（タイ北東部）。

● 鍵谷進乃介が9月1日付で研究員として採用されました。
● 研究員の蒋夢奇が10月1日付で学振外国人特別研究員となりました。
● 東樹宏和准教授が10月1日付で生命科学研究科教授に昇任しました。
● 研究員の西野貴騎が10月1日付で他部局に異動となりました。
● 学振特別研究員の篠原直登が10月1日付で特定研究員となりました。
● 大竹裕里恵が1月1日付で助教として着任しました。
● 蔡吉が1月1日付で研究員として採用されました。

センター員の異動

オープンキャンパス2024のお知らせ
将来、京都大学理学研究科の大学院生（修士または博士課程）として、

生態学研究センターにおいて生態学の研究に取り組みたいと希望され
る方を対象にオープンキャンパスを開催しています。当日は研究内容
についての紹介を行います。関心のある方はお気軽にご参加ください。

第15回公開講演会のお知らせ
生態学研究センターでは、広く一般の方に向けた公開講演会を開催

しています。今回は「ありふれているのに知らない窒素の話」をテーマ
に開催いたします。皆さまのご参加を心よりお待ち申し上げます。

・日時　2024年3月25日（月）9：30-13：30
  ・現地開催（京都大学生態学研究センター）
  ・参加無料
・参加には事前のお申し込みが必要です。
以下のQRコードよりアクセスいただき、Googleフォームにてお申
し込みください。

申込締切
2024
3/22

・日時　2024年2月17日（土）13：00-16：00
・場所　大学コンソーシアム京都
キャンパスプラザ京都第3講義室
・参加無料
・定員170名
・事前予約は受け付けていません。
当日受付のみ

生物多様性・生態系研究基金へのご寄付

竹本順一様より複数回にわたり生物
多様性・生態系研究基金（※）へご寄付
をいただきました。今後、当センターの
研究活動に役立ててまいります。

※生物多様性・生態系研究基金は、京都大
学基金の中の生態学研究センターが設置
したプロジェクト支援基金です。法人税
法、所得税法による税制上の優遇措置が
受けられます。詳細は
https://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/
contribution/biodiversity/
をご覧ください。

詳細は
生態学研究センター
ホームページを
ご確認ください。

招へい研究員・外国人共同研究者の紹介

ARYAL, Biva
トリブバン大学・講師
期間：2023年11月1日～2024年1月31日
研究テーマ：シロイヌナズナの近交系における葉内微生物の
多様性に及ぼす積雪の影響

センターニュースはバックナンバーを含め、センターホームページ
の以下の URL からご覧いただけます。

https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/newsletter.html#ct3

発行のお知らせメール配信の登録、配信先の変更、配信
停止等をご希望の場合は、インターネット上の以下のフォ
ームより必要事項のご入力をどうぞお願いいたします。

https://ws.formzu.net/fgen/S75832635/

センターニュースメール配信登録のお願い

2023年度協力研究員追加リスト
◉大西　雄二
総合地球環境学研究所　研究基盤国際センター・特任助教
研究課題：安定同位体と生態化学両論による生態系構造の高精度解析

申し込み用Google
フォームはこちらから

センターへのアクセス
等はこちらからご確認
ください。
https://www.ecology.kyoto-u.
ac.jp/opencampus.html

https://x.gd/9IVYR


